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■
原
発
と
地
盤

活
断
層
の
上
に
建
つ
柏
崎
原
発

書
【
　
一
令
　
蜀
伸
　
キＴ
　
「
綺
原
発
反
対
同
盟

一
九
七
四
年
七
月
四
日
、
第
六
四
回
■
源
開
発
口
奎
審
議
会
が

一
号

炉

Ｂ^
ｗ
Ｒ

二

０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
電
源
開
発
基
本
計
画

へ
の
組

み
込
み
を
決
定
し
た
後
、
点
々
と
き
ま
よ
う
炉
心
位
置
に
長
岡
を
発
え

た
地
元
住
民
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
粕
崎
原
発
の
劣
悪
地
震
問
題
は
、
す

で
に
本
誌
の
一
九
七
二
年
四
月
号
に
も
報
告
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

前
報
告
が
書
か
れ
た

一
九
七
二
年

一
月
中
旬
以
降
の
相
崎
原
発
の
劣
悪

地
盤
を
め
ぐ
る
論
争
を
中
心
に
報
告
す
る
。

経
過
二
十
年
二
月
十
九
日
、
新
潟
県
当
局
は
、
地
盤
綸
争
に
水
を
さ
す
こ

と
を
目
的
と
し
て

「わ
崎

・
刈
羽
原
子
力
発
電
所

一
号
機
地
盤
問
題
検

討
結
果
報
告
書
」
を
出
す
。

工
＋
年
二
月
二
十

一
日
、
県
の
検
討
結
果
報
告
書
を
受
け
た
相
崎
市

当
局
は
、
四
十
九
年
十

一
月
十
六
日
付

「安
全
審
査
中
請
留

保

の
要

請
」
を
解
除
す
る
。

工
十
年
二
月
二
十
日
、
東
京
電
力
は
内
閣
総
理
大
臣
売
に
安
全
審
査

申
請
を
す
る
。

工
十
年
二
月
二
日
、
原
子
炉
安
全
専
円
審
査
会
内
に
相
崎
部
会
が
設

置
さ
れ
、
粕
崎
原
発
の
実
質
審
査
が
開
始
さ
れ
る
。

二
十

一
年
二
月
二
十
日
、
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
は
、
東
京
電
カ

に
対
し
て
、
炉
心
部
試
掘
坑
の
再
掘
削
を
指
示
。

こ
の
間
、
地
盤
綸
争
の
中
心
は
活
断
層
の
存
在
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ

れ
て
い
る
。

―
１
ｌ
Ｌ



安
全
審
査
会
が
再
調
査
を
指
示

去
る
二
月
二
十
日
よ
り
、
二
交
替
二
四
時
間
作
業
で
試
掘
坑
の
掘
削

工
事
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
東
京
電
力
は
　
安

全
審
査

会

が
、
海
面
下

一
０
メ
ー
ト
ル
と
二
０
メ
ー
ト
ル
地
点
を
掘
削
す
る
よ
う

指
示
し
た
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

相
崎
原
発

一
号
炉
の
炉
心
位
置
が
、
現
在
の
相
崎
市
荒
浜
字
青
山
の

海
面
下
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
基
礎
地
盤
を
お
く
と
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
工

回
の
位
置
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る

「^
技
術
と
人
間
」

一
九
七
二
年
四

月
号

″粕
綺
原
発
の
地
盤
は
劣
悪
で
あ
る
″
参
照
）
。
し
か
る
に
、
今
回

安
全
専
門
審
査
命
令
を
下
し
た
の
は
、
海
面
下

一
０
メ
ー
ト
ル
と
二
〇

メ
ー
ト
ル
の
浅
い
場
所
で
あ
る
。

我
々
は
、
以
前
か
ら
、
「
崎
原
発
予
定
地
は
羽
越
活
僣
蘭
地
帯
の
中

に
あ
り
、
周
辺
に
は
活
断
層
が
無
数
に
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

た
。
こ
の
指
摘
に
対
し
て
東
京
電
力
は
　
活
断
層
を
否
定
す
る
た
め
に

用
地
内
の
第
四
紀
“
の
形
成
年
代
を
故
意
に
古
く
主
張
し
て
い
る
こ
と

も
暴
露
し
て
い
た
。

安
全
専
円
審
査
会
は
、
我
々
の
指
摘
に
対
し
て
、
東
京
電
力
に
対
し

て
試
掘
坑
の
再
調
査
を
命
令
す
る
こ
と
で
答
え
た
の
で
あ
る
。
浅
い
場

所
に
試
掘
坑
を
掘
る
こ
と
は
、
西
山
層

第^
二
紀
層
）
と
女
口
層

（第

四
紀
層
）
と
の
境
界
の
調
査
を
日
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
　
活
断
層
の

存
在
に
不
安
を
覚
え
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
　
こ
の
こ
と
で
安
全
専

門
審
査
会
が
試
意
を
つ
く
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
調
査

は
、
明
ら
か
に
慎
重
審
査
を
大
衆
に
印
象
つ
け
る
世
論
操
作
を
目
的
と

し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
科
学
技
術
庁
の
松
田
泰
原

子
炉
規
制
課
長
が

「
地
盤
は
弱
い
し
断
層
も
あ
る
か
工
法
で
克
服
で
き

る
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。　
す
な

わ

ら
、
安
全
審
交
会
は

「慎
重
に
調
査
検
討
し
た
結
果
、
地
盤
は
劣
悪
で

あ
る
が
工
学
的
対
処
に
よ
り
原
発
は
作
れ
る
」
の
結
論
を
下
す
た
め
に

再
調
査
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

浙 層の上に建つll綺原発
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活
断
層
の
存
在
を
物
語
る
調
査
結
果

東
京
電
力
は
用
地
内
に
約
六
〇
０
本
の
ボ
ー
ソ
ン
グ
を

や

っ
て

い

る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
本
数
の
異
常
な
多
さ

他^
の
地
点
は
せ
い
ぜ
い
数
十

本
程
度
）
自
体
が
地
盤
の
劣
悪
き
、
東
電
の
自
信
の
な
さ
を
示
す
も
の

で
は
あ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
は
上
質
柱
状
図
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。
我
々
は
地
盤
論
争
の
過
程
で
東
京
電
力
か
ら
こ
れ
ら
の
調
査
資

料
を
公
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
次
の
理
由
に
よ

り
、
活
断
層
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

И
　
鏡
肌
が
随
所
に
あ
る
。

鏡
肌
と
は

「断
層
運
動
に
と
も
な
う
摩
擦
の
た
め
に
断
層
の
両
側
の

岩
盤
上
に
生
し
た
光
沢
の
あ
る
面
。
し
ば
し
ば
、
断
層
の
運
動
方
向
と

平
行
な
条
線
や
溝
を
も
つ
。
ま
た
こ
の
方
向
と
は
直
角
に
小
さ
な
階
段

状
の
す
る
と
い
凹
凸
が
で
き
、
指
で

「
し
ず
か
に
な
て
た
と
き
、
よ
り

ざ
ら
ざ
ら
す
る
方
向
が
そ
の
鏡
肌
の
つ
い
た
岩
盤
の
運
動
し
た
方
向
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
線
構
造
は
断
層
面
に
沿
っ
た
最
後
の
運
動
方
向
だ
け

を
示
し
、
そ
れ
以
前
の
運
動
方
向
が
別
の
向
き
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
」
と
い
う

（小
工
喜
二
郎

「地
学
事
典
」

一
九
七
〇
平
凡
社
）
．

こ
の
鏡
肌
が
用
地
内
の
女
口
層
に
は
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
ボ
ー
リ

ン
グ
柱
状
図
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

０
葉
理

（ラ
ミ
ナ
）
の
傾
斜
が
大
き
い
。

安
口
層
、
番
神
砂
層
と
も
、
汽
水
、
淡
水
城
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ

り
、
堆
狡
撲
様
で
あ
る
葉
理

（ラ
ミ
ナ
）
が
よ
く
発
達
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
推
積
後
の
時
間
経
過
が
少
な
い
た
め
に
活

摺
山
地
帯
の
中
に
あ

っ
て
も

そ
の
影
響
は
少
な
く

突
理
は
お
お
む
ね

水
平
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
安
口
層
や
番
神
砂
層
の
機
式
地
で
も
よ
く

観
察
さ
れ
る
し
、
ま
た
地
質
関
係
の
諸
文
献
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
の
中
に
は
、
安
”
層
及
び
番
神
砂
層
の

葉
理
の
傾
斜
が
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
断
層
に
よ
り
切
れ
て

傾
斜
し
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
用
地
中
央
部
の
活

断
痛
地
形
付
近
の
番
神
砂
層
の
傾
斜
が
大
き
い
こ
と
や
地
質
文
献
に

番
神
砂
層
の
葉
理
構
造
に
つ
い
て

「
お
お
む
ね
水
平
で
あ
る
が
　
断
層

に
よ

っ
て
切
ら
れ
て
い
る
部
分
で
は
か
な
り
傾
斜
し
て
い
る

一
の
記
述

が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

炉
心
か
ら
半
径
四
〇
〇

ｍ
以
内
に
約
二
〇
〇
本
の
ボ
ー
ッ
ン
グ
が
な

さ
れ
て
い
る
が
　
こ
の
う
ち
女
口
嬌
や
番
神
砂
層
に
鏡
肌
の
記
述
が
あ

る
も
の
は

一
ス
本
、
ラ
ミ
す
の
傾
斜
が
大
き
い
と
の
記
述
が
あ
る
も
の

は

一
六
本
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

周
辺
に
は
活
断
層
が
多
数
あ
る

我
々
は
、
用
地
内
、
用
地
周
辺
で
次
の
活
断
層
群
を
確
認

し

て

い

る
。
用
地
は
新
砂
丘
砂
に
被
わ
れ
て
い
る
た
め
露
頭
は
少
な
い
。
少
な

い
露
頭
の
中
か
ら
砂
丘
を
切
る
断
層
群
が
、
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
こ

と
は
、
砂
■
に
被
わ
れ
て
確
認
で
き
な
い
活
断
層
が
無
数
に
存
在
し
て

一 !"―



第 2図  植崎の断層と背斜

商 層の上に建つ柚崎原発

写■ 1 県道 刈羽駅-4ヽ丸山線の露

頭にある活断層群 落差数1'

‐llで幾段にも切れている

写真 2 月地中央部にある活断層 左

側が安口層(軟質泥岩,,右 側
が番神砂層 (古砂丘|

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
．

０
長
峰
背
斜
上
に
あ
る
刈
羽
村
西
元
寺
地
内

炉^

心
北
東
三
　
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
古
砂
工
露
項
に

は
砂
■
を
切
る
活
断
層
群
が
あ
る
。

「
後
谷
背
外
束
業
部
に
あ
た
る
刈
羽
村
十
尾
地
内

●^
心
北
東
二
・
九
キ
ｏ
メ
ー
ト
と

の
占
砂
Ｆ
露

員
に
は
砂
丘
を
切
る
活
断
Ｈ
鮮
が
あ
る
。

日
後
谷
背
斜
東
業
部
に
あ
た
る
刈
羽
●
刈
羽
地
内

（用
地
内
、
炉
心
北
北
東

一
　

五
キ
ロ
メ
ー

ト
ｔ
一

の
露
頭
に
，
　
古
砂
■
上
部
の
掲
色
十
を
切
る
活
晰

＝
鮮
，
ち
る

一写
真

一
）
．

“
後
谷
＋
斜
嗅
部
に
あ
た
る
用
地
内
中
央
部

●^

心
北
北
東
３
　
ヘ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
露
頭
に
は
古

砂
丘
を
切
う
活
晰
層
キ
■
あ
る
（
写
真
二
）

こ
れ
に

つ
い
て
東
京
電
力
は
地
す
夫
り
跡
と
主
張
し
て
い
る

し
　
綺
鴻
Ｌ
は
地
す

′＜
つ
跡
と
推
定
し
て
い
る
．

”
占
町
■
，
■
爽
部
に
あ
た
る
“
崎
市
長
崎
新
口

地
内

一炒
心
南
三
　
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
一
の
露
頭
に

は
古
砂
丘
を
切
る
活
断
属
群
が
あ
る
．

活
断
層
の
存
在
を
示
す
文
献

”
崎
刈
羽
地
方
は
西
―――
――――
口
地
■
に
あ
り
　
■
く



か
ら
油
国
開
発
の
た
め
に
詳
細
に
地
質
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

最
近
は
、
第
四
紀
研
究
グ
ル
ー
プ
の
砂
丘
に
関
す
る
調
査
も
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
は
、
活
断
層
を
示
す
記
述
が
多
数
あ
る
．

０
番
神
砂
層
は
番
神
付
近
と
荒
浜
砂
丘
付
近
に
分
布
す
る
。
模
式
地

番
神
岬
付
近
で
は
安
口
層
を
整
合

（
一
部
諄
頭
て
不
整
合
）
に
お
お
っ

て
、
固
結
し
た
灰
自
色
―
黄
灰
自
中
粒
砂
よ
り
な
り
全
般
に
粘
土
化
が

進
ん
で
い
る
。
湖
成
層
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
水
平
に
平
行
な
ラ
ミ
ナ
が

発
達
し
て
お
り
、
と
く
に
粘
土
化
し
た
砂
層
が
数
枚
み
ら
れ
る
。
ま
た

多
数
の
小
断
層
が
日
め
ら
れ
る
。１
１
新
潟
第
四
紀
研
究
グ
ル
ー
プ
２

九
六
七
「
新
島
県
の
第
四
系
」
地
学
団
体
研
究
会
専
報

・
２
ｏ
３

０
古
炒
丘
に
つ
い
て
、
‥
‥
時
に
小
断
層
あ
り
、
粘
上
分
に
富
ん
だ

部
分
の
ハ
サ
ミ
あ
，
‥
…
。
―
―
欧
代
勤
他

＾
一
九
六
六
ヽ
新
潟
県
下

の
第
四
系
―
特
に
ナ
ウ
マ
ン
象
の
合
有
層
と
古
砂
丘
に
つ
い
て
―
」
四

学
会
連
合
学
術
大
会
総
合
討
綸
会

「
日
本
海
地
域
の
地
学
的
諸
問
題
」

討
綸
資
料

日
古
砂
丘
Ｉ
層
の
層
相
に
つ
い
て
新
潟
県
下
の
番
神
砂
層
に
つ
い
て

の
べ
る
。
番
神
砂
層
は
拍
崎
市
岬
町
番
神
岬
を
模
式
的
と
し
て
い
る
０

層
で
上
部
と
下
部
に
わ
け
ら
れ
る
。
番
神
砂
層
下
部
は
黄
灰
色
中
拉
砂

よ
り
な
り
、
水
成
層
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
水
平
な
ラ
ミ
ナ
が
発
達
し
て

い
る
。
ラ
ミ
ナ
に
そ
っ
て
蔵
鉄
鉱
が
集

っ
て
い
る
。
か
な
り
粘
上
分
が

多
く
、
と
き
に
粘
土
層
を
は
さ
ん
で
い
る
。
構
造
は
お
お
む
ね
水
平
で

あ
る
が
、
断
層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
部
分
で
は
か
な
り
傾
斜
し
て

い
る
。
―
―
新
濠
古
砂
丘
グ
ル
ー
プ

（
一
九
六
七
ヽ
日
本
海
側
の
吉
砂

丘
に
つ
い
て
」
第
四
紀
研
究
　
く
Ｏ
Ｐ

Ｚ
ｏ
一

０
長
峰
背
斜
上
で
は
炒
丘
輩
積
物
の
中
に
も
小
断
層
が

発

見

さ
れ

る
。
―
‥
長
峰
背
斜
で
は
砂
丘
を
切
る
よ
う
な
非
常
に
新
期
の
断
層
が

あ
り
‥
…
。
―
―
小
松
直
幹
、
渡
辺
亨

（
一
九
六
八
ヽ
小
断
層
よ
り
解

析
し
た
西
山
油
日
の
地
質
構
造
」
石
油
技
術
協
会
誌
　
く
９
８

Ｚ
ｏ
一

０
新
洪
積
期
以
後
の
運
動
は
綬
濠
で
あ
っ
た
事
は
薇
か
で
あ
る
が
断

層
等
の
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
事
は
、
滝
谷
に
於
い
て
真
段
坂
断
層

が
口
沢
層
を
切
断
し
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
―

―
―
池
辺
菫

（
一
九
四
九
￥
西
山
油
口
の
地
質
構
造
」
石
油
技
術
協
会

議

く
，

〓

（写
真
一こ

い
か
ら
い
ま
で
は
、
砂
丘
を
切
る
断
層
が
あ
る
こ
と
を
地
質
学
専
攻

の
専
門
家
が
認
め
て
い
る
文
献
で
あ
る
。
ま
た
い
は
、
大
断
層
と
も
い

え
る
真
殿
坂
断
層
で
あ
る
こ
と
を
示
す
文
献
で
あ
る

（口
沢
層
と
は
安

口
層
の
こ
と
で
あ
る
）
。

こ
れ
ら
の
文
献
は
東
京
電
力
の
安
全
審
査
申
請
書
に
参
考
文
献
と
し

て
載

つ
て
い
る
。

許
せ
ぬ
東
京
電
力
の
居
菫
り

，
々
は
、
東
京
電
力
の
安
全
審
奎
申
請
●
を
み
て
，
く
と
と
も
に
あ

き
れ
た
。
申
請
書
の
地
盤
に
関
す
る
部
分
の
基
”
は
、
我
々
が
指
摘
し

た
事
項
に
対
す
る
弁
明
が
中
心
と
な
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
文
末
に
は
四
０
余
編
の
参
考
文
献
が
記
さ
れ
て
い
た
。
お

上
-192-
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考
文
献
の
多
く
は
、
我
々
が
地
盤
問
題
を
考
え
る
に
際
し
て
引
用
し
た

も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
東
京
電
力
が
参
考
に
し
た
文
献
か
ら
は
、

活
断
層
が
あ
る
と
い
う
我
々
の
主
張
の
正
当
社
こ
そ
裏
付

け
ら
れ

て

も
、
東
京
電
力
の
主
張
を
裏
付
け
る
よ
う
な
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

我
々
は
、
公
開
さ
れ
た
ボ
ー
ツ
ン
グ
柱
状
図
と
、
周
辺
の
地
質
調
査

及
び
東
京
電
力
が
参
考
に
し
た
も
の
と
同
じ
文
献
か
ら
、
活
断
層
の
存

在
を
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
東
京
電
力
は
公
開
し
た
資
料

（ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
）

の
中
に
あ
る
鏡
肌
や
ラ
ミ
ナ
の
記
述
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
段
階
で
次
の

よ
う
な
言
い
ま
わ
し
て
断
層
地
形
の
存
在
を
認
め
た
。「
一
般
に
第
四
紀

に
生
し
た
断
層
を
活
断
層
と
い
う
。
安
口
層
及
び
番
神
砂
層
は
二
０
万

１
三
０
万
年
前
の
華
積
層
だ
か
ら
第
四
紀
層
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
切
ら

れ
て
い
れ
ば
活
断
層
と
い
え
る
。
し
か
し
用
地
内
の
安
口
層
に
あ
る
鏡

肌
や
ラ
ミ
ナ
の
傾
斜
は
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
断

し
て
活
断
層
で
は
な
い
」
。

一
般
日
と
し
て
は
活
断
層
を
認
め
な
が
ら
、
用
他
内
の
断
層

地
形

は
、
あ
く
ま
で
地
す
べ
，
に
よ
る
も
の
と
主
張
と
し
て
い
る

の

で
あ

一う
。何
と
い
う
詭
弁
だ
ろ
う
か
。

東
京
電
力
は
、
地
盤
論
争
の
開
始
さ
れ
た
当
初

（四
十
九
年
八
月
）

に
は

「断
層
は
な
い
」
と
断
層
の
存
在
を
か
た
く
な
に
否
定
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
党
調
査
団
が
試
掘
坑
に
入
っ
た
十
月
か
ら

は

「試
掘
坑
内
に
は
小
断
層
が
あ
る
が
面
な
し
断
層
と
か
層
内
断
層
と



か
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
活
断
層
で
な
い
か
ら
問
題
な
い
」
と
主
張

が
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
用
地
中
央
部
で
安
日
層
と
番
神
砂

層
が
切
れ
て
い
る
活
断
層
地
形
が
発
見
さ
れ
た

ェ
十
年

一
月

か
ら
は

「地
す
べ
，
跡
で
あ
っ
て
断
層
で
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

新
潟
県
は
四
国
徳
島
県
と
な
ら
ん
で
地
す
べ
り
炎
害
多
発
県
と
し
て

著
名
で
あ
る
。
そ
し
て
新
潟
県
の
地
す
べ
り
は
第
二
紀
層
の
風
化
に
伴

い
、
未
風
化
部
分
と
の
間
に
生
し
た
す
べ
り
面
に
そ
っ
て
地
す
人
り
を

起
す
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
る
に
東
京
電
力
は
、
堆
薇
後
の
時
――――

の
経
過
が
短
か
い
た
め
未
固
結
の
第
四
紀
層
で
あ
る
女
口
層

（Ｎ
値
は

二
〇
え
四
〇
程
度
、
第
二
紀
層
の
Ｎ
値
は
工
Ｏ
以
上
〉
内
の
鏡
肌
を
も

地
す
べ
り
に
よ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
潟
県
当
局
の
犯
罪
性

地
盤
問
題
に
対
す
る
新
潟
県
当
局
の
敵
対
ぶ
り
を
二
十
年
二
月
十
九

日
付
検
討
報
告
書
に
み
よ
う

報^
告
書
は
長
文
ゆ
え
、
論
争
点
と
な
っ

て
い
る
断
層
に
関
す
る
部
分
に
限
定
し
て
引
用
す
る
）
．

相
崎
　
刈
羽
原
子
力
発
電
所

一
号
機
地
盤
問
題
検
討
結
果
報
告
書

昭
和
工
十
年
二
月
十
九
日

新
潟
県
商
工
労
働
部
企
業
振
興
課
長
　
岡
巻
義

一

標
記
地
盤
問
題
に
つ
い
て
、
市
内
技
術
載
員
の
協
力
及
び
外
部
専
門

家
の
指
導
　
協
力
を
得
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社

（以
下

「東
電
」
と

い
う
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
及
び
諸
文
献
の
検
討
　
現
地
調
査
等
を

実
施
し
　
そ
の
問
題
点
を
検
討
し
た
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　
断
層
に
つ
い
て

い
　
試
掘
■
内
に
は
　
数
か
所
の
小
断
層
が
認
め
ら
れ
る
が
　
こ
の

程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば

一
級
に
は
工
学
的
な
対
処
が
可
能

で
あ

り
　
通
常
の
構
造
物
の
建
造
上
と
く
に
支
障
が
あ
る
と
は
思
わ
れ

な
い
。
し
か
し
、
原
子
力
発
電
所
の
ご
と
き
特
殊
構
造
物
の
場
合

に
お
い
て
　
こ
れ
ら
の
小
断
精
つ
存
在
が
支
障
と
な

る
か
否

か

を
、
そ
れ
に
対
す
る
■
学
的
対
き
方
法
と
も
併
せ
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

一］

，
心
予
定
地
付
近
に
は
、
真
段
坂
断
層
の
延
長
及
び
そ
の
他
の

断
層
が
存
在
し
な
い
と
推
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
断
定
す
る
に
つ

い
て
確
証
を
得
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
断
層
の

な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
東
電
が
明
ら
か
に
し
た
断
面
図
に

つ
い
て
も
、
鍵
層
と
さ
れ
て
い
る
縞
状
泥
岩
の
追
跡
に
つ
い
て
、

電
気
検
層
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
完
全
な
も
の
と
ま
で
は

い
え
な
い
。
し
か
し
、
炉
心
予
定
地
に
お
け
る
も
の
で
な
い
た
め

そ
の
必
要
性
は
明
確
で
な
い
が
、
も
し
必
要
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に

ボ
ー
リ
ン
グ
等
に
よ
り
追
跡
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

日
　
真
殿
坂
断
層
は
、
油
層
を
も
つ
二
つ
の
背
斜
構
造
の
間
を
走
る

向
斜
断
層
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
期
は
少

な
く

と

も
　
，
日
層
堆
積
以
前
と
推
定
さ
れ
　
こ
れ
を
活
断
層
と
す
る
こ

と
に
は
疑
間
が
あ
る
。
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０
　
当
該
用
地
内
に
お
い
て
は
、
番
神
砂
層
及
び
安
口
層
を
切
る
よ

う
な
露
頭
は
見
あ
た
ら
な
か
つ
た
。
ま
た
、
用
地
中
央
部
付
近
に

断
層
ら
し
き
露
頭
が
あ
る
が
、
検
討
の
結
果
、
旧
期
の
地
す
べ
り

と
指
定
さ
れ
る
。
な
お
用
地
付
近
に
お
い
て
は
、
数
が
所
に
砂
丘

を
切
る
小
断
層
が
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
り
、

か
つ
用
地
外
で
あ
る
の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。　
し
か

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
調
査
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
い

に
準
し
た
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

二
　
土
質
住
状
国
に
つ
い
て

（略
）

〓
一　
岩
石
試
験
に
つ
い
て

略^
）

四
　
直
接
載
荷
試
験
に
つ
い
て

（略
）

工
　
弾
性
波
探
査
に
つ
い
て

（略
）

エハ　
安
口
層
の
形
成
年
代
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
関
し
て
東
電
が
引
用
し
た
文
献

二^
０
万
年
―
三

０
万
年
前
）
の
論
拠
は
必
ず
し
も
明
薇
と
は
い
え
ず
、　
一
方
二
万

年
え
三
万
年
前
と
断
定
す
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ

る
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
原
子
炉
設
置

に
障
害
と
な
る
よ
う
な
活
断
層
の
定
義
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
支
持
地
盤
の
上
方
に
あ
る
安
口
層
の
形
成
年
代
を
そ
の

よ
う
な
活
断
層
の
概
念
と
の
関
連
て
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら

ば
、
さ
ら
に
解
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

七
　
地
盤
変
動
及
び
地
震
に
つ
い
て

（略
）

一
読
し
て
、
彼
ら
の
責
任
回
避
の
た
め
の
ア
ツ
パ
イ
エ
作
と
非
科
学

性
が
よ
く
わ
か
る
。
さ
ら
に
、　
一
見
中
立
を
装
い
な
が
ら
も
、
安
全
専

円
審
査
会
に
対
し
て

，地
盤
に
そ
れ
程
問
題
は
な
い
″
の
予
断
を
与
え

る
こ
と
で
、
東
京
電
力
に
編
び

へ
つ
ら
お
う
と
す
る
地
方
行
政
の
み
に

く
い
姿
が
よ
く
わ
か
る
。

内
容
に
関
す
る
問
題
点
と
し
て
は
、
活
断
層
の
定
義
も
せ
ず
に
活
断

層
を
否
定
す
る
よ
う
な
論
理
矛
盾
を
お
か
し
た
り
、
用
地
内
に
は
少
な

く
と
も
ニ
カ
所
の
露
頭
に
砂
丘
を
切
る
活
断
層
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず

「見
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
大
断
層
で
あ
る
真
康
坂
断
層
は
安
口
層
を
切

っ
て
い
る

（１
活
断

層
）
と
の
記
述
が
文
献
に
あ
る
の
に
、
安
田
層
堆
根
前
の
断
Ｈ
と
推
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
０
メ
ー
ト
ル
閻

隔
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
数
十
セ
ン
チ
か
ら
欧
メ
ー
ト
ル
の
落
差
の
断

層
が
確
認
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
断
層
で
は
な
く
地
す
べ
り
跡
だ

と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
、
明
ら
か
に
事
実
と
相
違
す
る
個
所
に
対
す
る
県
当
局
の

責
任
は
厳
し
く
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

＊

柏
崎
原
発
計
画
は
　
い
ま
安
全
審
査
中
で
あ
る
。
地
盤
問
題
も
安
全

専
門
審
査
会
の
中
で
審
査
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
る
か

一
切
秘
密
で
あ
る
。
し
か
し
、　
こ
れ
ま
で
の
他
所

で
の
原
発
建
設
の
さ
い
の
審
査
結
果
や
委
員
の
構
成
か
ら
結
論
は
予
想

で
きヽ
る
。

こ
れ
ま
で
安
全
専
門
審
査
は
、
０
原
子
炉
や
核
燃
料
に
関

す

る

こ

」



と
、
い
放
射
線
や
気
象
に
関
す
る
こ
と
　
日
地
震
や
地
質
に
関
す
る
こ

と
、
に
分
か
れ
て
審
査
さ
れ
て
い
る
。
地
盤
に
関
す
る
分
野
は
、
地
質

学
、
地
震
学
、
土
木
工
学
　
耐
震
工
学
、
建
築
工
学
な
ど
の
専
門
家
が

担
当
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
論
は
い
つ
も
、
地
質
学
や
地
震
学
な
ど
理

学
の
分
野
で
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
土
木
工
学
　
耐
展
工
学
、
建
集
エ

学
な
ど
工
学
の
分
野
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
、
工
学
的
に
克
服

可
能
で
あ
る
と
の
断
定
を
下
す
こ
と
か
ら
成
，
立

っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
組
み
立
て
で
あ
れ
ば
、
各
分
野
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
な
い
。

本
来
、
す
べ
て
の
問
題
は

「安
全
を
確
認
す
る
」
こ
と
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、　
こ
れ
ま
で
の
藩
査
は

「危
険
と
確
認
で
き
な
い

か
ら
間
層
は
な
い
」
と
の
結
論
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

確
認
で
き
な
い
の
は
調
査
費
の
不
足
や
時
円
の
制
限
の
た
め
と
さ
れ
て

い
る
。
安
全
専
門
委
員
会
の
理
学
の
分
野
に
あ
る
者
は
、
不
十
分
な
調
査
か

ら

「危
険
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
」
の
検
討
報
告
を
出
す
。　
一
方
エ

学
の
分
野
の
専
門
家
に

「
不
可
能
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
工
学
と
は
不

可
能
を
可
能
な
ら
し
め
る
体
系
で
あ
る
。
土
木
工
学
の
進
歩
が
、
か
つ

て
は
施
工
困
難
と
し
て
避
け
ら
れ
て
き
た
軟
弱
地
盤
地
帯
に
道
路
を
作

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
り
、耐
震
工
学
の
進
歩
が
、地
震
国
日
本
で
は
不

可
能
と
さ
れ
て
い
た
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。

理
学
の
分
野
の

「危
険
の
確
認
は
で
き
な
い
」
の
検
討
報
告
を
受
け
た

工
学
の
分
野
の
専
門
家
は

「
こ
れ
く
ら
い
の
問
題
は
工
法
で
克
服
で
き

る
」
と
の
結
論
を
下
す
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
不
都
合
が
生
し
た
場
合

に
は
「
予
期
せ
ぬ
こ
と
で
あ

っ
た
」
と
互
い
に
責
任
を
あ
い
ま
い
に
す

る
こ
と
に
な
る
。
工
学
の
分
野
で
は

「
調
査
不
十
分
か
ら
子
期
で
き
な

か

つ
た
」
と
弁
明
し
、
理
学
の
分
野
で
は
「
予
算
が
足
り
ず
調
査
で
き

な
か
っ
た
」
と
弁
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
崎
原
発
の
地
盤
論
争
は
、
活
断
層
の
存
在
を
め
ぐ

っ
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
設
置
基
準
に
活
断
層
に
対
す
る
厳
格
な
規

定
を
定
め
、
詳
細
な
調
査
を
義
務

つ
け
て
い
る
。
我
々
は
、
断
層
を
生

む
、
地
殻
構
造
運
動
は
、
夏
在
の
い
か
な
る
工
学
を
用
い
て
も
対
処
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
　
粕
崎
原
発
の
予
定
地
は
、
建
設

不
可
能
な
劣
悪
地
盤
と
断
定
す
る
の
で
あ
る
。
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